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日本風景街道は、道路並びにその沿道

や周辺地域を舞台に、多様な主体による

協働のもと、景観、自然、歴史、文化等

の地域資源や個性を活かした国民的な原

風景を創成する運動を促し、観光の振興

や地域の活性化に寄与することを目的と

した取組みであり、現在では 107 箇所も

の風景街道が登録されている（平成 19

年 9 月から登録開始）。本調査では、日

本風景街道を取り巻く状況やニーズの変

化について把握するとともに、それに合

致した支援メニューを立案した。 

（１） 活動の継続化と質の向上 

登録された風景街道も、活動上の課題

や悩みも多く、「立ち上げ段階」や「活動

の質の向上を図る段階」に属する風景街

道が全体の約 9 割を占める状況である

（H20 に実施した活動団体に対するア

ンケートの結果）。 

風景街道の活動を維持し、継続させて

いくためには、活動上の悩みや課題を的

確に把握し、それらに対応した支援策を

立案するとともに、継続化へ向けた具体

的な方策を立案することが重要である。 

支援メニュー案としては、アドバイザ

ー制度の活用、ベストプラクティスの活

用、支援施策集の活用、民間との連携に

よる商品展開等が考えられ、活動の継続

化に向けた具体策としては、自己評価制

度の構築、支援施策集の充実、アドバイ

ザー制度の充実、広報・周知の実施が考

えられる。 

また、民間企業等との連携を促進し、

風景街道の活動の質の向上、情報の幅広

い周知を図っていくためには、風景街道

に関する質（鮮度・精度）の高い情報に

ついて利用しやすい環境を整えることが

必要である。 

そこで、民間企業等と連携して、「日本

風景街道データベース」を活用した情報

提供の仕組みの構築に関する検討を行う

とともに、これを活用した日本風景街道

の普及・活性化策に関する検討および試

行を行い、効果・課題を把握した。 

（２） 新たな展開事例 

日本風景街道の新たな展開事例として

は、美しい沿道景観を持った道を多くの

方に知っていただき、地域とのふれあい

を通じた楽しいドライブを実現するため

に、ホンダインターナビによる風景街道

のもつ様々なルート情報の提供に関する

試行を実施した。地域からの要望を勘案

し、「“なごみの伊豆 なごみの道”風景

街道」、「渥美半島菜の花浪漫街道」、「む

れ源平石あかりロード」、「源平ロマン街

道」の４つの風景街道を試行対象として

それぞれの「おすすめコース」を設定し、

平成 21 年 3 月からインターネットホー

ムページおよびカーナビゲーションを用

いて情報を配信した。 

また日本自動車連盟（JAF）がホーム

ページ上で展開している「JAF ナビ（お

すすめドライブコース）」において、全国

の風景街道をコンテンツとして活用した

ドライブコースを作成・掲載することで

日本風景街道の周知促進を図るとともに

自動車を活用したドライブコースを作

成・掲載することで日本風景街道の周知

促進を図るとともに自動車を活用した旅

行需要の拡大を目指す取組みを開始した。 

４ 日本風景街道の新たな展開 

（３） 今後の課題 

現在登録されている風景街道の大半は

登録時から活動の成熟度を上げることに

苦慮しており、本調査では日本風景街道

の更なる発展、取組みの定着化を図って

いくために「活動の継続化」および「活

動の質の向上」をテーマに必要な対応策

の検討や試行実験等を実施した。 

この中でもホンダインターナビとの連

携によるカーナビでの風景街道情報の提

供は、民間企業側に限らず地域側にも高

い要望があることが確認できた。 

民間企業との連携を活用した「民間企

業等による評価制度の枠組み」について

検討を進めているところであるが、民間

企業側の連携に関するインセンティブは

風景街道に関する質の高い情報であると

考えられる。今後は風景街道に関する情

報の質や鮮度を確保し、企業側が利用し

やすい情報提供の仕組みの構築について

試行実験等を通じた検証を行っていく予

定である。 

 

 

 
立ち上げ段階 

活動の質の維持を 

図っている段階 

更なる質の向上を 

図っている段階 

●ベストプラクティスの活用 

●支援施策集の活用    等 

 

●アドバイザー制度の活用 等 

●民間との連携による商品展開 

・ 観光プランの企画・販売 

・ 周遊ドライブルートの紹介  等 

・何をしてよいか分からない 

・活動組織に一体感がない 

・人材育成のためのヒント

やアイデアが欲しい 

課題・悩みの一例 

課題・悩みの一例 

課題・悩みの一例 

・地域の活動を多数の人に 

知ってもらいたい 

・集客力､収益力を高めたい 

活動の成熟度と抱えている課題 支援メニュー案 

（活動の成熟度に対応した支援メニュー案） 


